
「する」スポーツ支出額減らず 

 

県内では来月から、国体の開催が予定されている。大規模スポーツイベントの開催は、選

手、観客の来場などに伴う大きな経済効果を開催地にもたらすが、コロナ禍による規模の縮

小などから、その効果は限定的にならざるを得ない。 

このように、コロナ禍においてスポーツを大勢で「見る」ことは難しいが、スポーツを「す

る」人、お金をかける人は増えているか、少なくともあまり減っていないようだ。三重県民

の「成人の週一回以上の運動・スポーツ実施率」は二〇二〇年度が 50％で、一七年度の 43％

より上昇した。 

総務省家計調査より二〇年の一世帯当たり支出額を一七～一九年の三カ年平均と比べる

と、津市ではスポーツ観覧料が半滅したがスポーツクラブ使用料は四割増で、スポーツ月謝

は微減にとどまった。運動用具類も減少したが、二〇年で全国九位と「する」運動にはお金

をかけているようだ。 

株式市場を見ると、東京五輪開催やコロナ禍でのアウトドア志向などを背景に、スポーツ

関連株が近年にない高値をつけている。こうした動きが、ビジネスの新たなヒントとなるこ

とを期待したい。 

（コンサルティング事業部 調査グループ 主任研究員 谷ノ上 千賀子） 
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